
　緊急要請が集中する災害時は，救急車がすぐに到着す
ることは期待できないため，医療機関に引き継ぐまでの
間に自分たちでできる応急処置をしなければならない。
特に呼吸や心臓が止まった人の命は，いかに早い段階で
応急手当を開始するかが生死を大きく左右する。
　目の前に倒れている人がいたときに，自分たちで今で
きることは何かをとっさに判断し，行動できるようにしよう。

心肺蘇生を学ぶ（南光台東中）

　ＡＥＤは学校などの公共施設だけでなく，駅やショッピングセン
ターなど人がたくさん集まるところにも設置されている。自宅近く
や普段利用する施設のどこにＡＥＤが設置されているのかを日頃
から知っておくと，いざというときに迅速に対応することができ
る。ＡＥＤが設置されている場所にはこのような表示があるので確
認しておこう。

ＡＥＤの場所を知ろう2

心肺蘇生の方法とＡＥＤの使用3

　右の図は，呼吸停止や心臓停止の緊急事態
から救命処置を始めるまでの時間と，救命の
可能性の関係を示したものである。救命の可
能性は時間が経過するとともに低下していく
ので，その場に居合わせた人が迅速に対応す
ることが必要になってくる。
　心肺停止に関わる救命の効果を高めるに
は，予防から二次救命処置までがうまくつな
がって行われることが必要である。これを
「救命の連鎖」という。

救命の連鎖1

授業や講習会などで，何度も確認しよう。

調 べ よ う？
自宅近くのＡＥＤ設置場所はどこだろう。調べてみよう。

反応なし

反応あり

呼吸あり

呼吸なし

周辺の安全を確保

反応の確認 安静にして観察
○体を強くゆすったり起こしたりしない
○本人が楽な姿勢にする
○声をかけ，元気づける

電源を入れたら
○電極パッドを貼る
○メッセージに従い操作する
○救急隊に引き継ぐまでパッドを貼っておく
○必要時，心肺蘇生を行う

胸骨圧迫　―強く・速く・絶え間なく―
○胸が約５ｃｍ沈むくらいに（6cmを超えないように）
○1分間に100～120回の速さで休まずに

人工呼吸
気道確保して２回息を吹き込む
ためらわれる場合には，省略して胸骨圧迫を続ける

心肺蘇生法
胸骨圧迫３０回と人工呼吸２回を続ける

ＡＥＤ装着・電源を入れる

呼吸の確認
気道確保して
救急隊を待つ

助けを求め
119 番通報
ＡＥＤ手配

「大丈夫ですか？」と声をかけ，
肩をたたく

周りに人がいないとき
「誰か来て！人が倒れています」
協力者がいるとき
「あなたは119番して」
「あなたはＡＥＤを持ってきて」

普段通りの呼吸をしてるか，
10秒以内で確認
○胸や腹部の動きを見る
○しゃくりあげるような呼吸
（死戦期呼吸）は，呼吸なし
と判断（判断に迷うような
場合には，呼吸なしと判断）

離れて！
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